
議第１０５号 

呉市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 

呉市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例を次のように定める。 

呉市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 

（呉市職員の給与に関する条例の一部改正） 

第１条 呉市職員の給与に関する条例（昭和２７年呉市条例第１号）の一部を次の

ように改正する。 

  第６条の３第１項第１号中「４１３，３００円」を「４１３，８００円」に改

める。 

第１４条の４第２項中「１００分の２１７．５」を「１００分の２２７．５」

に改める。 

第１４条の５第２項第１号中「１００分の８０」を「，６月に支給する場合に

おいては１００分の８０を，１２月に支給する場合においては１００分の９０」

に改め，同項第２号中「１００分の３７．５」を「，６月に支給する場合におい

ては１００分の３７．５を，１２月に支給する場合においては１００分の４２．

５」に改める。 

  別表第１から別表第４までを次のように改める。 

  



第２条 呉市職員の給与に関する条例の一部を次のように改正する。 

第７条第１項中「職員」の次に「（一般職給料表８級の適用を受ける職員につい

ては，満２２歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある子のある職員）」

を加え，同条第２項第２号中「及び孫」を削り，同項中第５号を第６号とし，第

４号を第５号とし，第３号を第４号とし，第２号の次に次の１号を加える。 

(3) 満２２歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある孫 

  第７条第３項を次のように改める。 

３ 扶養親族一人当たりの扶養手当の月額は，次の各号に掲げる職員の区分に応じ，当

該各号の表に定めるとおりとする。 

(1) 一般職給料表８級の適用を受ける職員 

扶養親族の区分 扶養手当の月額 

前項第２号に掲げる扶養親族 １０，０００円 

(2) 一般職給料表７級又は医療職給料表４級の適用を受ける職員 

扶養親族の区分 扶養手当の月額 

前項第１号に掲げる扶養親族 ３，５００円 

前項第２号に掲げる扶養親族 １０，０００円 

前項第３号から第６号までに掲げる扶養親族 ３，５００円 

(3) 前２号に掲げる職員以外の職員 

扶養親族の区分 扶養手当の月額 

前項第１号に掲げる扶養親族 ６，５００円 

前項第２号に掲げる扶養親族 １０，０００円 

前項第３号から第６号までに掲げる扶養親族 ６，５００円 

第８条第１項中「（新たに職員となつた者に扶養親族がある場合又は職員に第１号

に該当する事実が生じた場合において，その職員に配偶者がないときは，その旨を含

む。）」を削り，同項第２号中「第２号又は第４号」を「第２号，第３号又は第

５号」に改め，同項第３号及び第４号を削り，同条第３項中「，扶養手当を受け

ている職員について同項第３号若しくは第４号に掲げる事実が生じた場合」を削り，

「前項ただし書」を「この場合において，前項ただし書」に改め，「（扶養親族であ

る子，父母等で同項の規定による届出に係るものがある職員で配偶者のないものが扶養

親族である配偶者を有するに至つた場合における当該扶養親族である子，父母等に係る

扶養手当の支給額の改定を除く。）及び扶養手当を受けている職員のうち扶養親族であ

る子，父母等で同項の規定による届出に係るものがある職員が配偶者のない職員となつ

た場合における当該扶養親族である子，父母等に係る扶養手当の支給額の改定」を削

る。 

  第１４条の４第２項中「１００分の２０２．５」を「１００分の２０７．５」

に，「１００分の２２７．５」を「１００分の２２２．５」に改める。 

第１４条の５第２項第１号中「，６月に支給する場合においては１００分の８

０を，１２月に支給する場合においては１００分の９０」を「１００分の８５」

に改め，同項第２号中「，６月に支給する場合においては１００分の３７．５を，

１２月に支給する場合においては１００分の４２．５」を「１００分の４０」に



改める。 

 （一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正） 

第３条 一般職の任期付職員の採用等に関する条例（平成１６年呉市条例第２号）

の一部を次のように改正する。 

  第７条第１項中 

 「           「 

３７１，０００ 
を 

３７２，０００ 
に改める。 

４１９，０００ ４２０，０００ 

           」           」 

  第８条第２項中「１００分の２１７．５」とあるのは「１００分の１５７．

５」を「１００分の２２７．５」とあるのは「１００分の１６７．５」に改める。 

第４条 一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を次のように改正する。 

  第８条第２項中「１００分の２０２．５」を「１００分の２０７．５」に，

「１００分の１５７．５」を「１００分の１６２．５」に，「１００分の２２７．

５」を「１００分の２２２．５」に，「１００分の１６７．５」を「１００分の

１６２．５」に改める。 

（呉市職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部改正） 

第５条 呉市職員の勤務時間及び休暇等に関する条例（平成７年呉市条例第２５

号）の一部を次のように改正する。 

第１１条中「介護休暇」の次に「，介護時間」を加える。 

第１４条第１項及び第２項を次にように改める。 

  介護休暇の区分及び期間は，次に掲げるとおりとする。 

(1) 職員が配偶者（届出をしないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者を含

む。以下この号において同じ。），父母，子，配偶者の父母その他規則で定

める者で重度の負傷，疾病又は老齢により日常生活を営むのに支障があるも

の（以下この条及び次条において「介護対象家族」という。）の介護をする

ため，勤務しないことが相当であると認められる場合 介護対象家族の各々

が介護を必要とする一の継続する状態（以下この条において「介護状態」と

いう。）ごとに６月の期間内において必要と認められる期間 

(2) 前号の場合における介護休暇（次項において「第１号介護休暇」とい

う。）の全期間を取得した後において，なお当該介護対象家族の介護状態が

継続しており，その介護をするため，勤務しないことが相当であると認めら

れる場合 介護状態ごとに連続する６月の期間内において必要と認められる

期間 

２ 第１号介護休暇は，３回以内に限り，その６月以内の期間を分割して取得す

ることができる。 

第１４条の次に次の１条を加える。 

（介護時間） 

第１４条の２ 介護時間は，職員が介護対象家族の介護をするため，１日の勤務

時間の一部について勤務しないことが相当であると認められる場合における休



暇とする。 

２ 介護時間を請求することのできる期間は，介護対象家族の各々が介護を必要

とする一の継続する状態ごとに連続する６年の期間内において，１日につき２

時間を超えない範囲内で，必要と認められる期間とする。 

３ 介護時間については，前条第３項及び第４項の規定を準用する。 

 第１５条の見出し及び同条中「及び介護休暇」を「，介護休暇及び介護時間」

に改める。 

（呉市職員退職手当支給条例の一部改正） 

第６条 呉市職員退職手当支給条例（昭和３８年呉市条例第１５号）の一部を次の

ように改正する。 

第１４条第５項中「，その者が退職の際勤務していた当該地方公共団体の事務

を同法第５条第１項に規定する適用事業と」を削り，「高年齢継続被保険者」を

「高年齢被保険者」に改め，同項第２号中「第３７条の４第３項前段」を「第３

７条の４第３項」に改め，同条第６項中「，その者が退職の際勤務していた当該

地方公共団体の事務を同法第５条第１項に規定する適用事業と」を削り，「高年

齢継続被保険者」を「高年齢被保険者」に改め，同条第１１項中「又は広域求職

活動費」を「又は求職活動支援費」に改め，同項第６号を次のように改める。 

(6) 求職活動に伴い雇用保険法第５９条第１項各号のいずれかに該当する行為をす

る者については，同条第２項に規定する求職活動支援費の額に相当する金額 

第１４条第１５項中「規定は，」の次に「第５項又は第６項の規定による退職

手当の支給を受けることができる者（第５項又は第６項の規定により退職手当の

支給を受けた者であつて,当該退職手当の支給に係る退職の日の翌日から起算し

て１年を経過していないものを含む。）及び」を加え，「これら」を「第７項又

は第８項」に改める。 

（呉市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の一部改正） 

第７条 呉市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例（平成２８年呉市条

例第３８号）の一部を次のように改正する。 

付則第３項の表平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日までの項中「１

００分の７」を「１００分の７．０４」に改め，付則第４項の表平成２８年４月

１日から平成２９年３月３１日までの項中「１００分の４」を「１００分の４．

０４」に改める。  

付 則 

 （施行期日等） 

１ この条例は，次の各号に掲げる区分に応じ，それぞれ当該各号に定める日から

施行する。 

(1) 第１条，第３条及び第７条の規定 公布の日 

(2) 第５条及び第６条の規定 平成２９年１月１日 

(3) 前２号に掲げる規定以外の規定 平成２９年４月１日  

２ 第１条の規定による改正後の呉市職員の給与に関する条例（以下「平成２８年

給与条例」という。）の規定及び第３条の規定による改正後の一般職の任期付職



員の採用等に関する条例（以下「平成２８年任期付職員条例」という。）の規定

は，平成２８年４月１日から適用する。 

（経過措置） 

３ 平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日までの間における第２条の規定による

改正後の呉市職員の給与に関する条例（以下「改正後の給与条例」という。）第

７条の規定の適用については，同条第１項中「職員（一般職給料表８級の適用を受ける

職員については，満２２歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある子のある

職員）」とあるのは「職員」とし，扶養親族一人当たりの扶養手当の月額は，同条第２

項の規定にかかわらず，次の表に定めるとおりとする。 

扶養親族の区分 扶養手当の月額 

改正後の給与条例第７条第２項第１号に掲げる扶養親族 １０，０００円 

改正後の給与条例第７条第２項第２号に掲げる扶養親族 ８，０００円 

改正後の給与条例第７条第２項第３号から第６号までに掲げる

扶養親族 
６，５００円 

備考 職員に配偶者がない場合は，扶養親族のうち一人については９，０００円（子が

ある場合はその子について１０，０００円）とし，その場合の届出及び支給方法に

ついては，なお従前の例による。 

４ 平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までの間における改正後の給与条例第

７条の規定の適用については，同条第１項中「職員（一般職給料表８級の適用を受ける

職員については，満２２歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある子のある

職員）」とあるのは「職員」とし，扶養親族一人当たりの扶養手当の月額は，同条第２

項の規定にかかわらず，次の表に定めるとおりとする。 

扶養親族の区分 扶養手当の月額 

改正後の給与条例第７条第２項第１号に掲げる扶養親族 ６，５００円 

改正後の給与条例第７条第２項第２号に掲げる扶養親族 １０，０００円 

改正後の給与条例第７条第２項第３号から第６号までに掲げる

扶養親族 
６，５００円 

５ 平成３１年４月１日から平成３２年３月３１日までの間における改正後の給与条例第

７条の規定の適用については，同条第１項中「職員（一般職給料表８級の適用を受ける

職員については，満２２歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある子のある

職員）」とあるのは「職員」とし，扶養親族一人当たりの扶養手当の月額は，同条第２

項の規定にかかわらず，次の各号に掲げる職員の区分に応じ，当該各号の表に定めると

おりとする。 

 (1) 一般職給料表８級又は一般職給料表７級若しくは医療職給料表４級の適用を受ける

職員 

扶養親族の区分 扶養手当の月額 

改正後の給与条例第７条第２項第１号に掲げる扶養親族 ３，５００円 

改正後の給与条例第７条第２項第２号に掲げる扶養親族 １０，０００円 

改正後の給与条例第７条第２項第３号から第６号までに掲げ

る扶養親族 
３，５００円 



  (2) 前号に掲げる職員以外の職員 

扶養親族の区分 扶養手当の月額 

改正後の給与条例第７条第２項第１号に掲げる扶養親族 ６，５００円 

改正後の給与条例第７条第２項第２号に掲げる扶養親族 １０，０００円 

改正後の給与条例第７条第２項第３号から第６号までに掲げ

る扶養親族 
６，５００円 

（給与の内払） 

６ 平成２８年給与条例又は平成２８年任期付職員条例の規定を適用する場合にお

いては，第１条の規定による改正前の呉市職員の給与に関する条例又は第３条の

規定による改正前の一般職の任期付職員の採用等に関する条例の規定に基づいて

支給された給与は，それぞれ平成２８年給与条例又は平成２８年任期付職員条例

の規定による給与の内払とみなす。 

 （市長への委任） 

７ 第３項から前項までに定めるもののほか，この条例の施行に関し必要な事項は，

市長が定める。 

 

 

 

（提案理由） 

 国家公務員の給与に関する人事院勧告等に準じた給与の改定を行うとともに，雇

用保険法等の一部を改正する法律による民間労働法制の改正，人事院勧告等を踏ま

え，介護休暇等制度の拡充を図る等のため，この条例案を提出する。 


